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	開催地
	Buenos Aires, Argentina
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	参加目的：最近の金属・半導体スピントロニクスにおいて、特にスピン軌道相互作用が注目を集めている。本会議ではスピン軌道相互作用と磁場の協奏に起因した伝導現象として、ジョセフソン接合における超伝導臨界電流の磁場異方性について報告し、関連する研究の発表者と議論を行った。

	会議の状況：南米開催のせいか参加者数は若干少ないようだったが、それでも低温物理に関する多数の分野の著名な第一人者が参加・講演を行った内容の濃い会議であった。特に、ジョセフソン接合や超伝導量子ビットに関する最新の成果が数多く報告され、関連した実験結果は大変刺激となった。ジョセフソン接合の研究の第一人者であるBuzdin先生の講演は強磁性体ジョセフソン接合に関する報告であったが、本研究とは異なる物理のアプローチ・理解に気づくことができた。今後の研究に役立てたい。しかし、半導体ではマヨラナ粒子、強磁性体ではスカーミオンなどのトポロジカルな効果に関する発表が少なかったことが残念である。その他では、Fischer先生、Buttiker先生への追悼講演とClarke先生のSQUIDに関する50周年記念講演は、低温物理の長い歴史と発展を感じることができ、大変有意義であった。

	成果概要：強いスピン軌道相互作用がはたらくInSbナノワイヤを用いたジョセフソン接合における超伝導臨界電流に関する成果を報告した。強磁性体を用いたジョセフソン接合では、強磁性体中の交換相互作用に起因した臨界電流の振動と接合が安定になる超伝導体間の位相がφ=0からπに転移することが知られている。これは伝導中のスピンが受け取る位相によって理解することができる。本発表では、スピン軌道相互作用によるナノワイヤ中の電子・ホールスピンが歳差運動によってスピンが受け取る位相が打ち消され、外部磁場による臨界電流の振動と0-π転移がスピン軌道相互作用によって変調されることを報告した。その結果、臨界電流の振動は磁場に対して異方性を示す。この異方性より、スピン軌道相互作用による有効磁場の向きを実験的に確かめることが可能だと考えられる。また、磁場の向きや電場による0状態とπ状態の制御は新しい量子素子につながると期待する。
　ポスター発表では開始時から聴衆と質問が相次ぎ、ほぼ休みなく２時間の発表を行った。特に、関連する異常ジョセフソン効果の先行研究者とは長く議論し、互いの研究の情報交換を行った。また、他の参加者から紹介されたジョセフソン接合の研究者とはセッション以外でも議論し、研究者のつがなりを広げることもできた。
　他研究者の発表では、スピン軌道相互作用がはたらくBiナノワイヤを用いたジョセフソン接合における興味深い実験結果が報告された。バルクのBi（またはその化合物）では１次元のエッジチャンネルが形成されることが報告されている。Bi系でのナノワイヤにおける電子状態と超伝導電流の関係は興味深い展望であり、本研究の成果を伝えると共に今後の研究の発展につなげたいと考える。

　会議全体としては収穫が多かった反面、会議がカバーする分野が広すぎた印象がある。発表者が著名な研究者であるためにレビュー的な側面も見受けられた。しかし、他分野の計算手法からはこれまでとは異なる研究のアプローチを考察することができた。直接的な発展だけではく、非平衡系などの新しい研究への手掛かりとなるよう本会議の経験を生かしていきたい。


